第５編　　東証への提出書類
〔３〕適時開示に係る提出書類
開示事項及び開示・記載上の注意
開示資料には、所定の開示事項（太字）を掲記し、開示・記載上の注意（細字）を参照のうえ、投資者が会社情報を適切に理解・判断できるよう記載してください。また、所定の開示事項に限らず、投資者が会社情報を適切に理解・判断するために必要な事項も記載してください。
①　財務上の特約が付された金銭消費貸借契約の締結又は財務上の特約が付された社債の発行
ａ．財務上の特約が付された金銭消費貸借契約の締結又は財務上の特約が付された社債の発行の理由
ｂ．金銭消費貸借契約又は社債の内容
（金銭消費貸借契約の場合）
・　金銭消費貸借契約の締結日（新たに財務上の特約を付す場合にはその日）、相手方の属性、債務の元本、弁済期限、担保の内容を記載する。
（社債の場合）
・　社債の発行日（新たに財務上の特約を付す場合にはその日）、発行価額の総額、償還期限、担保の内容を記載する。
ｃ．金銭消費貸借契約又は社債に付される財務上の特約の内容
ｄ．今後の見通し
・　当期以降の業績に与える影響の見込みを記載する。
・　今後の方針等がある場合は、その内容を記載する。
ｅ．その他投資者が会社情報を適切に理解・判断するために必要な事項

（本行為が支配株主との取引等に関するものである場合）
○　支配株主との取引等に関する事項
・　当該取引が支配株主との取引等である旨を記載する。
・　当該取引の「支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策に関する指針」との適合状況を記載する。
・　公正性を担保するための措置及び利益相反を回避するための措置に関する事項について記載する。
・　当該取引等が少数株主にとって不利益なものではないことに関する、支配株主と利害関係のない者から入手した意見の概要について記載する。
※　意見の入手日、入手先、内容（その理由を含む）の概要がわかるように記載する。
※　支配株主との取引等には、支配株主に加え、施行規則で定める者との取引が含まれます。詳細については「第３編第１章　【支配株主との重要な取引等に係る企業行動規範に関する実務上の留意事項等】」を参照してください。

[bookmark: _Hlk189493008]②　財務上の特約が付された金銭消費貸借契約又は社債に係る弁済期限の変更若しくは償還期限の変更又は財務上の特約の内容の変更
ａ．変更の理由
ｂ．当該金銭消費貸借契約又は社債の内容
（金銭消費貸借契約の場合）
・　金銭消費貸借契約の締結日、相手方の属性、債務の元本、弁済期限、担保の内容を記載する。
（社債の場合）
・　社債の発行日、発行価額の総額、償還期限、担保の内容を記載する。
ｃ．弁済期限の変更、償還期限の変更又は財務上の特約の変更の内容及びその年月日
ｄ．今後の見通し
・　当期以降の業績に与える影響の見込みを記載する。
・　今後の方針等がある場合は、その内容を記載する。
ｅ．その他投資者が会社情報を適切に理解・判断するために必要な事項

（本行為が支配株主との取引等に関するものである場合）
○　支配株主との取引等に関する事項
・　当該取引が支配株主との取引等である旨を記載する。
・　当該取引の「支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策に関する指針」との適合状況を記載する。
・　公正性を担保するための措置及び利益相反を回避するための措置に関する事項について記載する。
・　当該取引等が少数株主にとって不利益なものではないことに関する、支配株主と利害関係のない者から入手した意見の概要について記載する。
※　意見の入手日、入手先、内容（その理由を含む）の概要がわかるように記載する。
※　支配株主との取引等には、支配株主に加え、施行規則で定める者との取引が含まれます。詳細については「第３編第１章　【支配株主との重要な取引等に係る企業行動規範に関する実務上の留意事項等】」を参照してください。
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